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議会構成決まる
新議員まちづくりへの抱負
25年度当初予算
予算審議の内容
新年度の政策などをただす
議員14人が一般質問

美咲町HPアドレス　http://www.town.misaki.okayama.jp/index.htm
勢揃いした美咲町議会議員16人（議場）

主な内容
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まちづく りへの抱負まちづく りへの抱負まちづく りへの抱負新議員

貝阿彌幸善議長

16　番

　財政を圧迫している国民健康保
険税、介護保険料高騰の抑制、下
水道事業、光ファイバー事業への
加入促進、地域間格差是正、安全・
安心なまちづくりを進めてまいり
ます。

岡田　壽副議長

15　番

　近未来の地域に誰もが不安を感
じています。多くの課題がありま
すが、移動手段の確立や基幹産業
の農林業対策を要点に、安心して
暮らせるまちづくりに努めます。
一方、開かれた信頼される議会に
議員として頑張ります。

山本宏治議員

14　番

　合併して９年目のスタート。元
気な美咲町ですが、一部地域では
少子高齢化が進んでいます。現状
をよく考えて何が必要かを提案し
ていくことが議会活動。黄福物語
のストーリーがイエローカードに
ならないように絆が大切だと思い
ます。

江原耕司議員

10　番

　美咲町の顔は、役場53号線沿運
動公園周囲の開発。少し予算もか
かるが戻りのあることが１番と思
う。常に執行部と町民の会話で町
が元気になり、農工商働く場所、
住める場所をつくり、人口の歯止
めになるよう皆さま方の一層の協
力、ご鞭撻願う。

金谷髙子議員

９　番

　４年間美咲町を走りつづけてま
いりました。その中で、感じたこ
とは、地域格差、生活環境に対す
る声が多くあり、どこに住んでも
安心・安全な町づくりを目指しま
す。真心第一で美咲町の未来に責
任ある政治に頑張ってまいります。

岩野正則議員

８　番

　過疎、高齢化の進行で町内の地
域の格差を痛感しています。
　安心して生活していただくため
に、皆さまの声を大切にします。
　２期目は、議会改革、特に議員
活動の見える化、定数等の問題に
今まで以上に努力します。

山　剛議員

４　番

　この度は、大変ありがとうござ
いました。町長、各議員の皆さま
と協力をし、町民の皆さまの声を
大切に町政に反映するよう頑張り
ます。農業、福祉、教育の伸展に
努めます。高齢者の安心で住みよ
いまちづくりに。

左居喜次議員

３　番

　まず、この場に立たせていただ
いたことに感謝申し上げます。
　私は、美咲町の課題に真摯に取
り組み、町民皆さんの穏やかな生
活環境の実現と特色ある地域産業
の発展を図り、美咲の未来のため
に努めてまいります。

 議会構成などを熱心に　審議（初議会の様子）
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まちづく りへの抱負まちづく りへの抱負まちづく りへの抱負新議員

下山和由議員

13　番

　５期目の当選の栄を賜り光栄の
至りです。今日までの経験を生か
し、公平な町政への目配り、町民
の代弁者として皆さまの声を議会
で反映させます。議会基本条例を
もとに開かれた議会と他町村に負
けない議会活動に徹します。

松島　啓議員

12　番

　活力ある美咲町のために『町独
自の元気づくりシステムの構築』
『教育のまち美咲町の実現』『人口
激減対策の推進』を徹底的に研究
し、提案します。皆さまに信頼さ
れ、品格ある議会に、日々勉強・
日々向上で頑張ります。

三船勝之議員

11　番

　美咲町が合併して８年。行政課
題の多い中、第一に行政改革に取
り組み健全財政に取組。農林業を
守る政策。高齢者を守る政策。少
子化に対する取組。生徒の教育向
上への検討等々町民皆さまの声を
聞き、町政発展に取り組みます。

松田英二議員

７　番

　議会の果たすべき責務は、執行
部のチェック機関としての役割
と、住民が幸せになるための方策
を議論し、政策として立案する役
割が最も重要な要素になります。
10年後の町が進むべき将来像を
描きながら活動していきます。

形井　圓議員

６　番

　皆さま方から受けたご恩を心に
深く刻み、地域住民の皆さま方の
声を聞かせていただき、皆さま方
の思いが行政に反映される、そし
て住民の皆さまが主体の町づくり
に、併せて心の通い合う町づくり
に全力を注いでまいります。

延原正憲議員

５　番

　社会・経済、さらに政治情勢ま
でもが大きく変化している現在。
　私たちが生活しているここ美咲
町を元気にするため、一生懸命頑
張る覚悟です。
　みんなで考え、みんなで行動す
るまちづくりに努力します。

小林達夫議員

２　番

　若者が定住できるように就職先
の確保や住居の見直しをし、子ど
もたちが安心・安全に学校に行け
るように、通学路の問題などを考
え、そして高齢者の介護保険や施
設などの利用、申請、手続きをし
やすくできるようにしていきたい。

林田　実議員

１　番

　私は、地域の想い・町民の皆さ
まの想いをかたちにすることが議
員の責任であると考えます。地域
の声・皆さまの声をよく聞かせて
いただき、議員の責任を全うでき
るよう頑張る所存です。今後とも、
ご指導いただきますようお願いし
ます。

 議会構成などを熱心に　審議（初議会の様子）
※番号は議席番号です。
　議場での座席の位置と同じ配置になっています。
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　４月24日臨時議会が開催され、議長、副議長、各委員が選ばれた。
　　　　議長　貝阿彌幸善　　　　　副議長　岡田　壽

議会の構成決まる
◎委員長　○副委員長

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
会

総
　
　
務

◎� 山　本　宏　治
監査委員 三　船　勝　之

○� 形　井　　　圓
� 延　原　正　憲
� 江　原　耕　司 議

会
運
営
委
員
会

◎� 延　原　正　憲
� 三　船　勝　之 ○� 林　田　　　実
� 貝阿彌　幸　善 � 松　田　英　二

民
生
教
育

◎� 松　島　　　啓 � 山　本　宏　治
○� 金　谷　髙　子 � 松　島　　　啓
� 林　田　　　実 � 下　山　和　由
� 小　林　達　夫
� 左　居　喜　次

議
会
広
報
編
集

　
特
別
委
員
会

◎� 松　田　英　二

産
業
建
設

◎� 下　山　和　由 ○� 金　谷　髙　子
○� 岩　野　正　則 � 左　居　喜　次
� 　山　　　剛 � 　山　　　剛
� 松　田　英　二 � 延　原　正　憲
� 岡　田　　　壽 � 江　原　耕　司

各組合議会議員
◇津山地区農業共済事務組合
	 山　　剛	 岡田　　壽
◇久米老人ホーム組合
	 小林　達夫	 左居　喜次
	 形井　　圓	 岩野　正則
	 江原　耕司	 松島　　啓
◇柵原吉井特別養護老人ホーム組合
	 延原　正憲	 松田　英二
	 金谷　髙子	 下山　和由
◇津山圏域西部衛生施設組合
	 左居　喜次	 形井　　圓
◇勝英衛生施設組合
	 林田　　実	 下山　和由
◇津山圏域衛生処理組合
	 山本　宏治
◇森林林業活性化議員連盟（全議員＋代表１）
	 下山　和由

◇柵原、吉井、英田火葬場施設組合
	 山　　剛	 延原　正憲
	 松田　英二
◇津山圏域消防組合
	 岩野　正則	 松島　　啓
◇津山広域事務組合
	 林田　　実	 形井　　圓
◇岡山県中部環境施設組合
	 貝阿彌幸善	 下山　和由
◇津山圏域資源循環境施設組合
	 貝阿彌幸善	 三船　勝之
◇岡山県広域水道企業団運営協議会委員
	 貝阿彌幸善
◇美咲町消防委員
	 小林　達夫	 山　　剛
	 江原　耕司
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条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

結
果
全
会
一
致
で
承
認
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
。

◎
美
咲
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

◎
美
咲
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

◎
美
咲
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及

び
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

◎
美
咲
町
町
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る

条
例

◎
美
咲
町
町
道
に
設
け
る

道
路
標
識
の
寸
法
を
定

め
る
条
例

◎
美
咲
町
営
住
宅
等
の
整

備
基
準
を
定
め
る
条
例

◎
美
咲
町
布
設
工
事
監
督

者
が
監
督
業
務
を
行
う

水
道
の
布
設
工
事
並
び

に
布
設
工
事
監
督
者
及

び
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
を
定
め
る
条
例

◎
美
咲
町
財
産
の
交
換
・

譲
与
・
無
償
貸
し
付
け

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◎
美
咲
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◎
美
咲
町
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◎
美
咲
町
肉
用
牛
導
入
事

業
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

条
例
の
制
定

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
か

ら
二
億
九
千
五
百
六
十
一

万
三
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
百
二
十
億
四
百
三
十

七
万
九
千
円
と
す
る
も

の
。
主
な
も
の
は
事
業
確

定
に
よ
る
減
額
と
基
金
の

繰
り
戻
し
五
千
万
円
で
あ

る
。
13
特
別
会
計
は
合
わ

せ
て
歳
入
歳
出
を
六
千
七

百
十
三
万
四
千
円
増
額
と

す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
、
13
特
別
会

計
と
も
に
全
会
一
致
で
可

決
、
承
認
。

補
正
予
算

3月
定例会
の報告

　定例会が招集され、24
年度補正予算および25
年度一般会計当初予算な
ど予算43件、条例17件、
その他６件、要望２件な
どの議案が上程された。

3月1日から
3月18日まで

地
域
主
権
一
括
法
な

ど
に
関
連
し
新
た
に

基
準
を
定
め
る
た
め

に
制
定

う
も
の
で
あ
る
。

◎
美
咲
町
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条

例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
制
定
。

◎
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例

　

加
入
権
の
継
承
ま
た
は

譲
渡
、
利
用
料
な
ど
の
取

り
扱
い
の
見
直
し
の
た
め
。

◎
美
咲
町
柵
原
総
合
支
所

庁
舎
建
設
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

柵
原
総
合
支
所
庁
舎
が

完
成
し
、
基
金
の
目
的
を

全
部
の
庁
舎
建
設
に
対
応

さ
せ
る
た
め
。

◎
美
咲
町
保
育
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

柵
原
地
域
の
保
育
園
を

統
合
移
転
し
た
た
め
に
藤

原
保
育
園
を
廃
止
し
、
柵

原
西
保
育
園
を
新
た
な
位

置
に
移
転
す
る
た
め
。

◎
美
咲
町
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

柵
原
西
保
育
園
内
に
柵

原
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
保
育
の

充
実
を
図
る
た
め
。

◎
美
咲
町
農
業
集
落
排
水

施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
、
美
咲
町

公
共
下
水
道
条
例
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
。

新設された子育ての拠点（柵原西保育園）

　

こ
れ
ら
の
条
例
は
、
国

の
法
改
正
に
伴
い
町
の
条

例
の
制
定
、
見
直
し
を
行
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一般会計歳入歳出予算の内訳

前年度比4.5％減　一般会計　　　100億9,739万円
前年度比6.5％増　25特別会計　　65億5,232万円

町営バス運行事業　　　 3会計

国保・介護保険事業など　7会計

簡易水道事業　　 　　　7会計

下水道事業　　　 　　　3会計

みさきネット事業

その他　　　　　 　　　4会計

25特別会計の合計

特別会計当初予算の内訳
5,922万円

44億3,103万円

7億3,376万円

10億5,870万円

1億8,876万円

8,085万円

65億5,232万円

その他（金利など）
3億5,244万円（3.5％）

町　税
12億2,283万円
（12.1％）

自主財源
21.2%
自主財源
21.2%

依存財源
78.8%

地方交付税
（国からの補充金）
55億円（54.5％）

町債（借金）
7億8,340万円
（7.7％）

国・県支出金
　（事業への補助金）
　13億2,090万円
　　　（13.1％）

使用料など
3億4,134万円
（3.4％）

繰入金（貯金の取り崩し）
5億7,648万円
（5.7％）

歳入100億9,739万円 

積立金その他 
1億3,044万円
（1.3％）

投資的経費
8.7%
投資的経費
8.7%

必要経費
91.3%

公債費（返済金）
22億3,949万円
（22.2％）

人件費
20億9,603万円
（20.7％） 補助費など（各種団体など）

13億6,205万円
（13.5％）

物件費（委託料・備品など）
10億9,470万円
（10.8％）

事業費 
8億7,687万円
（8.7％）

特別会計繰出金  
13億1,994万円
（13.1％）

扶助費（子育て支援など）
9億7,787万円
（9.7％）

歳出100億9,739万円 

安心・安全に重点の予算
● 25年度当初予算
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25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

前
年
度
比
４
・
５
％
減
の
百
億
九
千

七
百
三
十
九
万
円
。
主
な
事
業
は
旭

小
学
校
施
設
改
修
事
業
に
約
一
億
一

千
万
円
、
災
害
復
旧
事
業
に
約
二
億

円
な
ど
で
あ
る
。

　

収
入
は
、
自
主
財
源
と
地
方
交
付

税
な
ど
。
財
源
の
不
足
は
七
億
円
強

を
町
債
（
借
金
）
で
埋
め
て
い
る
。

　

25
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度

比
６
・
５
％
増
の
六
十
五
億
五
千
二

百
三
十
二
万
円
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
は
総
額
約
十
三
億
二
千
万
円

に
も
上
り
、
財
政
硬
直
化
の
一
因
で

あ
る
。繰
り
出
し
の
大
き
な
も
の
は
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
で
あ
る
。

　

町
の
現
状
は
景
気
低
迷
に
よ
り
、

町
民
税
な
ど
自
主
財
源
の
増
加
が
見

込
め
な
い
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
が

減
額
に
な
る
な
ど
、
段
階
的
に
歳
入

が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
将
来

の
歳
入
減
少
を
視
野
に
入
れ
た
財
政

運
営
、
予
算
執
行
、
ま
た
、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
減
額
に
努
め
る
な
ど

を
求
め
、
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

今後の歳入減に
備えた財政運営を

予算特別委員会（３月12日・13日・14日）

【歳入】
種　別 予算額 前年度比

自　

主　

財　

源

町税 12億2,283万円 2.05%

基金繰入金 5億7,648万円 ▲9.16%

繰越金 5,000万円 0%

使用料及び手数料 6,893万円 2.77%

諸収入 8,698万円 ▲1.51%

分担金及び負担金 1億1,370万円 0.92%

財産収入・寄付金 2,173万円 ▲0.93%

依　

存　

財　

源

地方譲与税 1億7,194万円 ▲3.59%

地方消費税交付金等 1億8,050万円 ▲8.66%

国庫支出金 7億3,624万円 11.89%

県支出金 5億8,466万円 ▲7.99%

町債 7億8,340万円 ▲35.54%

地方交付税 55億円 0%

合　計 100億9,739万円 ▲4.47%

【歳出】
区　分 予算額 前年度比

1 議会費 1億1,429万円 0.49%

2 総務費 10億2,866万円 ▲3.3%

3 民生費 25億6,519万円 ▲20.56%

4 衛生費 10億7,346万円 ▲5.16%

5 労働費 1,700万円 0%

6 農林水産業費 7億1,568万円 6.38%

7 商工費 7,688万円 13.17%

8 土木費 8億8,849万円 24.98%

9 消防費 3億1,990万円 4.34%

10 教育費 7億9,490万円 16.62%

11 災害復旧費 2億 548万円 26.64%

12 公債費 22億3,949万円 ▲5.07%

13 予備費 5,796万円 8.73%

合　計 100億9,739万円 ▲4.47%

平成25年度一般会計当初予算
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【
企
画
財
政
課
】

問　
旭
小
学
校
大
規
模

改
修
事
業
１
億
円
の

積
算
根
拠
は
。

答　
現
段
階
で
は
概
算

だ
が
、
設
計
の
段
階

で
補
正
す
る
。

問　
う
た
の
し
も
団
地

の
公
園
、
集
会
所
の

扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

答　
条
例
に
基
づ
く
助

成
金
で
対
応
す
る
。

問　
分
譲
地
の
未
販
売

分
に
つ
い
て
販
売
努

力
を
。

答　
問
い
合
わ
せ
は
あ

る
。
住
宅
減
税
の
兼

ね
合
い
も
あ
り
、
今
後
に

期
待
し
て
い
る
。

【
総
務
課
】

問　
投
票
所
の
統
廃
合

で
人
件
費
は
削
減
で

き
た
か
。

答　
約
２
０
０
万
円
程

度
削
減
で
き
て
い
る
。

問　
今
後
も
ふ
る
さ
と

納
税
を
広
げ
て
い
く

の
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

出
す
な
ど
し
て
い
る

が
、
積
極
的
な
呼
び
か
け

は
し
な
い
。

問　
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
の
目
玉
と
な

る
よ
う
な
事
業
を
す
べ
き

で
は
。

答　
本
年
度
は
旭
小
学

校
の
改
修
事
業
が
大

き
い
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

接
続
率
と
今
後
伸
び

る
可
能
性
は
。

答　
テ
レ
ビ
が
60
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

35
％
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
伸
び
が
期
待
で
き
る
要

因
も
あ
る
。

問　
「
お
か
や
ま
愛
カ

ー
ド
」
所
有
者
へ
交

付
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券
の

詳
細
は
。

答　
運
転
免
許
証
を
自

主
的
に
返
納
し
た
岡

山
県
内
に
居
住
す
る
65
歳

以
上
の
人
の
申
請
に
よ
り

発
行
さ
れ
る
の
が
「
お
か

や
ま
愛
カ
ー
ド
」で
あ
る
。

毎
年
申
請
が
必
要
で
、
美

咲
町
内
居
住
者
へ
年
間
６

千
円
分
交
付
す
る
。

【
住
民
課
】

問　
少
子
化
対
策
の
補

助
で
、
高
所
得
者
に

何
ら
か
の
制
限
は
で
き
な

い
か
。

答　
制
限
は
な
い
が
税

金
な
ど
の
未
納
者
へ

は
支
給
し
て
い
な
い
。

問　
町
営
住
宅
の
空
き

家
が
あ
る
が
、
ど
う

す
る
の
か
。

答　
老
朽
化
の
た
め
全

世
帯
退
去
と
な
れ
ば

取
り
壊
す
。

【
保
健
福
祉
課
】

問　
商
品
券
を
贈
る
敬

老
事
業
を
他
の
形
に

す
る
考
え
は
。

答　
現
金
よ
り
商
品
券

の
方
が
良
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
続
け
て
い
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
は

広
域
連
合
で
の
運
営

に
な
ら
な
い
か
。

答　
各
市
町
村
で
収
納

率
が
異
な
る
こ
と
な

ど
の
問
題
が
あ
り
難
し
い
。

【
旭
総
合
支
所
】

問　
み
ち
停
あ
さ
ひ
は

国
に
維
持
し
て
も
ら

え
な
い
の
か
。

答　
１
０
０
％
国
の
交

付
金
で
建
設
し
た
の

で
、
維
持
は
し
て
も
ら
え

な
い
。

問　
水
力
発
電
交
付
金

と
は
。

答　
使
用
目
的
に
制
限

の
あ
る
ダ
ム
周
辺
町

村
へ
の
交
付
金
で
一
般
会

計
の
予
算
に
入
れ
て
い
る
。

【
柵
原
総
合
支
所
】

問　
企
業
の
ゴ
ミ
処
理

手
数
料
の
見
直
し
は
。

答　
約
30
年
前
か
ら
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
見

直
し
が
必
要
。

【
上
下
水
道
環
境
課
】

問　
合
併
浄
化
槽
補
助

の
予
定
数
は
。

答　
５
人
槽
＝
５
基
。

７
人
槽
＝
36
基
。
10

人
槽
＝
４
基
。

問　
柵
原
北
部
簡
易
水

道
と
中
央
簡
易
水
道

が
購
入
す
る
水
の
代
金
は

安
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
当
初
予
算
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

答　
計
算
上
で
は
２
４

０
０
万
円
安
く
な
る

が
、
破
裂
な
ど
も
あ
り
単

純
に
反
映
は
し
な
い
。
前

年
度
よ
り
少
し
下
げ
て
計

上
し
て
い
る
。

【
産
業
観
光
課
】

問　
ピ
オ
ー
ネ
の
輸
出

先
と
輸
出
量
は
。

答　
香
港
に
約
３
ト
ン

送
る
。

問　
観
光
推
進
事
業
と

し
て
の
エ
ッ
グ
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細

は
。答　

昨
年
と
同
様
に
全

国
か
ら
玉
子
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
、
川
崎
医

療
福
祉
大
学
の
学
生
に
デ

ザ
イ
ン
の
具
体
化
を
依
頼

す
る
。
特
選
受
賞
作
品
に

つ
い
て
は
亀
甲
駅
前
な
ど

に
置
い
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会

主
な
質
疑
応
答

　　20年も経ったら傷むわなぁ　　　　　　　　　（旭小学校）



みさき9

議
員
発
議

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の

森
林
整
備
等
に
係
る
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書

美
咲
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
着
実
に
進
め
る
観
点
か
ら

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の
使
途
に
森
林

吸
収
源
対
策
を
位
置
付
け
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業

に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
行
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
内
容
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
日
本
政
府
に

対
し
て
送
付
し
た
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
一
部
改
正

要
　
　
望

　

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
岡
山
県
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

候
補
地
美
咲
町
西
地
区

の
発
電
事
業
者
認
定
の

お
願
い

［
総
務
常
任
委
員
会
付
託
］

　

株
式
会
社

　

ガ
ッ
ト（
津
山
市
山
北
）

　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

美
甘
信
吉

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

や
青
少
年
育
成
の
一
助
と

し
て
、
町
へ
の
寄
付
（
売

電
収
入
の
１
％
）を
行
い
、

町
内
の
活
性
化
に
貢
献
し

た
い
。
当
該
候
補
地
が
、

株
式
会
社
ガ
ッ
ト
名
義
と

な
っ
て
お
り
、
発
電
事
業

者
と
し
て
の
認
定
を
求
め

る
要
望
で
あ
る
。

　

岡
山
県
へ
１
社
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
が
、
社
名

の
公
表
が
な
く
、
全
会
一

致
で 

継
続
審
査 

と
し
た
。

生
活
支
援
事
業
補
助
金

等
の
要
望

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

久
米
郡
商
工
会

　
　
　

会
長　

西
本
和
馬

　

小
規
模
事
業
者
へ
の
経

営
支
援
と
買
い
物
弱
者
支

援
事
業
推
進
の
た
め
の
経

費
補
助
の
予
算
措
置
お
よ

び
補
助
金
交
付
要
綱
な
ど

の
制
度
化
を
求
め
る
要
望

で
あ
る
。

　

直
面
し
て
い
る
身
近
な

問
題
で
、
今
後
も
不
可
欠

な
事
業
で
あ
り
全
会
一
致

で 

採
択 

と
し
た
。

【
建
設
課
】

問　
災
害
復
旧
工
事
は

い
つ
ご
ろ
か
ら
着
工

で
き
る
か
。

答　
約
１
割
は
24
年
度

中
に
着
工
で
き
る

が
、
そ
れ
以
外
は
25
年
度

以
降
に
な
る
。

問　
た
め
池
一
斉
点
検

の
詳
細
は
。

答　
全
額
国
庫
補
助
の

事
業
で
、
地
震
に
備

え
２
ha
以
上
の
受
益
の
た

め
池
を
一
斉
調
査
す
る
。

中
央
＝
１
０
９
カ
所
。
旭

＝
11
カ
所
。
柵
原
＝
89
カ

所
。

【
健
康
増
進
課
】

問　
ほ
ほ
え
み
の
湯
の

運
営
に
問
題
は
な
い

か
。答　

健
康
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
の
施
設
利
用
を

協
議
し
て
い
る
。

問　
在
宅
介
護
の
支
援

を
強
化
で
き
な
い
か
。

答　
要
介
護
３
以
上
で

在
宅
介
護
を
し
て
い

る
非
課
税
世
帯
を
対
象
に

毎
月
９
千
円
の
助
成
を
し

て
い
る
が
、
現
状
で
は
そ

れ
以
上
の
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

【
教
育
総
務
課
】

問　
学
校
図
書
の
算
定

基
準
が
人
数
割
と
聞

く
が
問
題
は
な
い
か
。

答　
予
算
上
は
人
数
割

だ
が
、
富
田
基
金
導

入
時
に
各
校
を
調
査
し
必

要
な
図
書
を
補
充
し
た
。

問　
旭
小
学
校
大
規
模

改
修
事
業
の
内
容
は
。

答　
夏
休
み
か
ら
着
工

の
予
定
。
現
状
の
不

都
合
を
解
消
す
る
た
め
、

床
、
天
井
な
ど
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

を
申
請
す
る
と
聞
く

が
、
マ
ラ
ソ
ン
が
復
活
す

る
の
か
。

答　
復
活
で
は
な
い

が
、
公
認
が
切
れ
な

い
よ
う
に
５
年
に
１
回
更

新
す
る
。

　　20年も経ったら傷むわなぁ　　　　　　　　　（旭小学校）
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公
共
交
通
の利

便
性
向
上
を

旭
小
学
校
改
修
前
に

十
分
な
調
査
を

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
６

件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、全
議
案
を
承
認
し
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
健
康
増
進
課
】

問　
地
域
福
祉
事
業
等

推
進
調
査
事
業
百
三

十
三
万
九
千
円
の
内
容
は
。

答　
保
健
福
祉
総
合
計

画
の
計
画
書
を
作
成

す
る
た
め
の
策
定
委
員
会
委

員
の
費
用
弁
償
と
委
託
料
。

問　
ほ
ほ
え
み
の
湯
の

管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　
１
～
２
人
で
管
理

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
の
観

点
か
ら
休
憩
室
で
体
操
が

で
き
る
よ
う
な
提
案
を
し

た
い
。

問　
地
域
福
祉
広
場
整

備
事
業
と
は
。

答　
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
な
ど
の
整
備

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
を
受
け
た
予
算
、
条
例

な
ど
23
件
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
全
議
案
を
承

認
し
た
。
要
望
は
継
続
審

査
と
し
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
総
務
課
】

問　
久
米
郡
土
地
開
発

公
社
負
担
金
に
つ
い

て
、
会
計
を
廃
止
で
き
な

い
か
。

答　
久
米
南
町
と
共
同

設
置
で
あ
り
、
ま
だ

廃
止
の
協
議
は
し
て
い
な

い
。

【
企
画
財
政
課
】

問　
国
の
補
助
金
事
業

の
詳
細
は
。

答　
国
で
は
決
定
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
町

に
は
詳
細
が
き
て
い
な
い
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
バ
ス
事
業
の
乗
車

料
金
の
収
入
が
増
え

た
理
由
は
。

答　
高
校
生
の
利
便
性

に
合
わ
せ
た
運
行
ダ

イ
ヤ
に
変
更
し
た
こ
と

が
、
利
用
者
増
加
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
る
。

問　
※
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

早
急
な
検
討
、
実
施

を
。答　

陸
運
局
と
協
議
中

で
あ
り
、
方
向
性
を

総
務
常
任
委
員
会
報
告

民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告

路線バスの運行は大きな課題
（赤磐、美作、美咲で共同運行の広域路線バス）

改修が待たれる旭小学校

示
し
て
い
く
。

【
税
務
課
】

問　
税
金
の
滞
納
整
理

は
で
き
て
い
る
か
。

答　
徐
々
に
で
は
あ
る

が
、
進
ん
で
い
る
。

※�

デ
マ
ン
ド
方
式

　

�

利
用
者
の
要
求
に
対

応
し
て
運
行
す
る
形

態

平
成
24
年
度
美
咲
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）
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下
水
道
接
続
率
の

向
上
対
策
を

費
を
上
限
20
万
円
ま
で
補

助
す
る
。
24
年
度
は
２
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。

【
保
健
福
祉
課
】

問　
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
の
現
状

は
。答　

基
盤
整
備
、
施
設

整
備
の
充
実
や
認
定

者
の
増
加
な
ど
で
介
護
給

付
費
が
急
増
し
て
い
る
。

国
な
ど
か
ら
二
千
五
百
万

円
を
借
り
入
れ
る
。

【
住
民
課
】

問　
柵
原
地
域
保
育
園

の
通
園
路
の
申
し
合

わ
せ
は
で
き
て
い
る
か
。

答　
保
護
者
と
の
協
議

を
重
ね
決
定
し
て
い

る
。問　

火
葬
場
の
使
用
状

況
は
。

答
　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
な

ど
９
件
、
要
望
１
件
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
、
予

算
な
ど
は
全
議
案
を
承

認
、要
望
は
採
択
と
し
た
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
上
下
水
道
環
境
課
】

問　
柵
原
公
共
下
水
道

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　
藤
原
地
区
が
24
年

度
末
か
ら
供
用
開
始

す
る
。

問　
柵
原
北
部
簡
易
水

道
で
漏
水
が
多
い
と

聞
く
が
、
主
な
原
因
は
。

答　
接
続
箇
所
か
ら
の

漏
水
が
多
く
、
水
温

に
よ
る
管
の
伸
縮
で
破
裂

し
た
り
、
古
い
工
法
な
ど

に
も
問
題
が
あ
る
。

【
産
業
観
光
課
】

問　
結
婚
推
進
事
業
の

取
り
組
み
は
。

答　
24
年
度
は
、
た
ま

ご
ま
つ
り
の
時
に
実

施
し
た
。
25
年
度
は
両
親

と
の
相
談
会
や
町
内
在
住

の
未
婚
女
性
へ
の
募
集
な

ど
も
し
た
い
。

問　
米
粉
ジ
ェ
ラ
ー
ト

の
販
売
は
。

答　
美
咲
物
産
と
ま
き

ば
の
館
で
販
売
方
法

を
検
討
中
で
あ
る
が
、
４

月
頃
か
ら
販
売
し
た
い
。

問　
狩
猟
免
許
取
得
補

助
金
の
実
績
と
そ
の

後
の
活
動
は
。

答　
24
年
度
は
10
人
。

25
年
度
も
募
集
す
る
。

　

実
施
隊
の
体
制
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。
駆
除
班

員
の
資
格
に
は
免
許
取
得

か
ら
の
経
験
が
必
要
に
な

る
。問　

25
年
度
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
名
称

変
更
は
あ
る
か
。

答　
変
更
は
な
い
。

【
建
設
課
】

問　
道
路
ス
ト
ッ
ク
総

点
検
事
業
で
の
点
検

状
況
は
。

答　
２
カ
所
の
ト
ン
ネ

ル
（
火
之
谷
隧
道
・

大
戸
山
ト
ン
ネ
ル
）
を
点

検
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
修

理
す
る
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し

て
、
飯
岡
地
区
町
道
滝
谷

線
を
視
察
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

問　
緊
急
雇
用
創
出
事

業
交
付
金
二
千
四
百

万
円
の
詳
細
は
。

答　
雇
用
創
出
事
業
で

の
人
件
費
と
委
託
料

で
あ
り
、
保
育
士
の
人
件

費
に
あ
て
る
。

【
教
育
総
務
課
】

問　
教
育
支
援
事
業
九

百
八
十
万
円
の
内
容

は
。答　

緊
急
雇
用
創
出
事

業
で
学
校
支
援
員
６

人
分
の
人
件
費
。た
だ
し
、

継
続
雇
用
は
で
き
な
い
事

業
。問　

外
国
青
年
招
待
招

致
事
業
の
増
額
四
十

五
万
円
の
内
容
は
。

答　
外
国
人
指
導
助
手

の
旅
費
の
追
加
分
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し

て
、
大
規
模
改
修
が
予
定

さ
れ
て
い
る
旭
小
学
校
を

視
察
。

　

埋
立
地
で
あ
る
た
め
、

地
盤
な
ど
を
十
分
に
調
査

し
、
着
工
す
る
よ
う
意
見

を
付
す
。

道路線の認定について視察（町道滝谷線）

火葬場使用状況 （件）
町内 町外

中央 97 68
柵原、吉井、英田 80 76

Ｈ25.2末現在
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一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う
下山和由 議員

の
と
お
り
。

問　
農
繁
期
を
控
え
て

い
る
農
家
な
ど
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
早
急
な

復
旧
を
望
む
。

答
池
本
建
設
課
長

　

入
札
後
、
農
家
へ

着
工
予
定
を
説
明
す
る
。

業
者
と
も
協
議
し
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
積
極
的
に
町
道
改

修
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
途
中
で
工
事
が
中
断

さ
れ
、
不
便
を
強
い
ら
れ

て
い
る
住
民
が
い
る
。
緊

急
車
両
通
行
の
妨
げ
と
な

る
場
合
も
あ
り
、
人
命
に

も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で

あ
る
。

　

完
成
ま
で
継
続
的
な
事

業
実
施
を
望
む
。

答
池
本
建
設
課
長

　

用
地
買
収
の
問
題

が
あ
り
、
解
決
で
き
な
い

場
合
は
保
留
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
問
題
が
解
決
で

き
次
第
、
整
備
し
て
い
き

た
い
。

問　
養
鶏
場
を
予
定
す

る
企
業
が
旭
地
域
へ

進
出
す
る
と
聞
く
が
、
周

辺
住
民
の
理
解
は
得
ら
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
鳥
イ

ン
フ
ル
・
病
害
虫
対
策
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

町
へ
計
画
書
の
提

出
を
依
頼
し
て
い
る
。
計

画
を
進
め
る
上
で
周
辺
住

民
へ
の
あ
い
さ
つ
、
細
か

な
説
明
な
ど
も
お
願
い
し

て
い
る
。

　

一
般
車
両
の
進
入
を
禁

止
し
、
養
鶏
施
設
は
窓
を

な
く
し
人
や
鳥
獣
が
浸
入

で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

答
赤
堀
上
下
水
道
課
長

　

具
体
的
に
話
が
進

め
ば
、
公
害
防
止
に
つ
い

て
の
協
定
を
交
わ
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

問　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
の
誘
致
で
企
業
へ

の
対
応
と
町
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

答
定
本
町
長

　

２
カ
所
の
町
有
地

に
つ
い
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

設
置
の
公
募
を
し
西
地
区

に
１
件
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
。
岡
山
県
が
審
査
中
で

あ
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
遊

休
地
の
有
効
利
用
、
借
地

料
の
収
入
、
固
定
資
産
税

額
が
上
が
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

問　
庁
舎
屋
上
に
ソ
ー

ラ
ー
発
電
設
備
を
設

置
し
、
庁
舎
内
の
電
力
供

給
は
で
き
な
い
か
。

答
赤
堀
上
下
水
道
課
長

　

初
期
費
用
、
維
持

管
理
費
、
耐
用
年
数
、
得

ら
れ
る
電
力
量
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
の
検
証
、

検
討
が
必
要
。

問　
昨
年
の
台
風
４
号
、

梅
雨
前
線
、
全
国
報

道
さ
れ
た
７
月
の
集
中
豪

雨
で
農
地
な
ど
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。

　

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

答
池
本
建
設
課
長

　

災
害
の
件
数
は
次

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

（件）

入札済 ３月末
入 札 繰越分

公 共 土 木 68 80 139

農 地 災 害 94 40 114

水路・農道 33 20 47

災害復旧を急げ

３月末までにすべての
工事を発注する

質問

答弁

町
道
改
修
事
業
は

継
続
的
に
実
施
を

災害はこりごりです（原田地内町道長原線）

町
内
進
出
企
業

へ
の
対
応
は
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一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う町 政 を 問 う

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

⻆南憲一 議員

問　
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
は
で
き
た

か
。
ま
た
、
地
域
の
要
望

や
特
殊
性
は
加
味
さ
れ
て

い
る
か
。

答
難
波
総
務
課
長

　

岡
山
県
の
防
災
計

画
修
正
に
合
わ
せ
て
修
正

を
行
う
が
、
岡
山
県
が
ま

だ
修
正
中
で
あ
る
。
25
年

３
月
を
め
ど
に
一
定
の
区

切
り
は
つ
け
る
が
、
25
年

度
も
修
正
を
継
続
す
る
。

　

住
民
の
意
見
を
聞
き
防

災
会
議
に
諮
る
予
定
だ
が
、

地
域
の
特
殊
事
情
に
対
応

す
る
の
は
難
し
く
、
町
全

資
の
基
本
と
な
っ
て
い
る

が
、広
域
災
害
を
想
定
す
る

と
備
蓄
も
必
要
と
考
え
る
。

問　
農
地
災
害
、
た
め

池
な
ど
の
改
修
で
受

益
者
負
担
率
を
下
げ
る
考

え
は
。

答
池
本
建
設
課
長

　

農
地
は
５
％
の
負

担
率
だ
が
、
施
設
の
負
担

金
は
な
い
。
両
方
徴
収
す

る
市
町
村
が
多
く
、
近
隣

の
状
況
も
見
て
検
討
し
た

い
。答

定
本
町
長

　

た
め
池
は
建
設
当

時
か
ら
受
益
者
が
減
少
し

体
に
共
通
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
自
主
防
災
組

織
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

答
定
本
町
長

　

地
域
で
最
も
安
全

な
避
難
場
所
は
地
元
住
民

が
把
握
し
て
い
る
。
ま
ず

第
１
次
避
難
を
自
助
共
助

で
、
第
２
次
避
難
を
公
助

で
と
考
え
て
い
る
。

問　
避
難
所
に
公
共
施

設
を
指
定
し
て
い
る

が
、十
分
機
能
す
る
の
か
。

ま
た
、
救
援
物
資
の
備
蓄

は
。答

難
波
総
務
課
長

　

避
難
場
所
は
、
民

間
施
設
で
も
条
件
が
揃
え

ば
可
能
で
あ
る
。施
設
は
、

で
き
る
だ
け
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
改
善
し
た
い
。

　

防
災
計
画
で
は
炊
き
出

し
や
流
通
備
蓄
が
救
援
物

て
い
る
。
水
利
目
的
だ
け

で
な
く
防
災
的
な
た
め
池

も
あ
り
、
検
討
を
続
け
て

い
き
た
い
。

問　
本
町
の
※
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
は
。ま
た
、

町
職
員
の
手
当
に
国
か
ら

制
約
が
あ
る
そ
う
だ
が
、

実
態
は
。

答
難
波
総
務
課
長

　

24
年
度
は
95
・
３

だ
が
、
国
の
平
均
７
・
８

％
の
給
与
カ
ッ
ト
を
加
味

す
る
と
25
年
度
は
１
０

３
・
１
と
な
る
。

答
定
本
町
長

　

職
員
の
手
当
に
つ

い
て
は
、
近
隣
町
村
を
調

査
し
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　
地
方
交
付
税
の
削

減
が
決
定
さ
れ
て
い

る
が
、本
町
の
削
減
額
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

増
と
減
の
要
因
を

差
し
引
い
て
、
二
千
七
百

万
円
程
度
減
額
と
な
る
見

通
し
。

問　
国
民
年
金
が
３
年

間
で
２
・
５
％
引
き

下
げ
ら
れ
る
が
年
金
生
活

者
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

公
的
に
は
補
助
が

で
き
な
い
が
、
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

と
し
、
生
活
が
豊
か
に
な

る
よ
う
な
施
策
に
取
り
組

み
た
い
。

災
害
に
備
え

あ
ら
ゆ
る
対
策
を

防
災
計
画
を
充
実
さ
せ

対
応
し
て
い
く

質問

答弁

改修工事が進む杉ヶ藤池（藤田上）

年
金
生
活
者
を

ど
う
守
る
か

※�

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
：

国
家
公
務
員
の
月
給

を
１
０
０
と
し
た
場

合
の
地
方
公
務
員
の

給
与
水
準
を
表
す
。
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

岡田　壽 議員

問　
地
理
的
条
件
や
高

齢
化
な
ど
で
買
い

物
、
通
院
、
通
学
に
困
っ

て
い
る
人
へ
の
移
動
手
段

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

24
年
度
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
移
動

手
段
の
確
保
、
支
援
の
具

体
化
は
進
ん
で
い
る
か
。

早
急
な
対
応
が
必
要
と
思

う
が
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

24
年
11
月
に
旭
地

域
の
３
２
０
世
帯
を
対
象

に
不
便
な
地
域
の
移
動
実

態
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
国
土

交
通
省
と
共
同
で
実
施
し

た
た
め
、
３
月
公
表
予
定

だ
が
、
結
果
は
ま
だ
届
い

て
い
な
い
。
25
年
度
は
、

中
央
、
柵
原
地
域
で
も
実

施
予
定
。

　

行
政
が
無
料
で
バ
ス
を

運
行
す
る
と
民
間
業
者
の

圧
迫
に
つ
な
が
り
、
不
便

地
域
が
多
い
本
町
で
は
法

的
な
課
題
も
多
い
。

　

タ
ク
シ
ー
を
乗
り
合
い

で
利
用
す
る
移
動
手
段
も

視
野
に
入
れ
、検
討
す
る
。

実
施
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
出
て
か
ら

計
画
す
る
。

問　
救
急
車
、
消
防
車

の
装
備
が
充
実
し
、

車
両
が
大
型
化
し
て
い

る
。
自
主
防
災
組
織
、
消

防
団
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
各
家
庭
へ
の
進
入
路

の
点
検
と
整
備
を
早
急
に

願
い
た
い
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

小
山
地
区
（
旭
地

域
）
の
小
地
域
ケ
ア
会
議

を
機
に
、
民
生
委
員
の
協

力
で
調
査
を
行
っ
た
。
旭

地
域
で
救
急
車
の
進
入
が

困
難
な
家
は
78
件
で
あ
っ

た
。

　

今
後
は
、
町
内
全
域
で

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

答
池
本
建
設
課
長

　

各
家
庭
の
進
入
路

の
整
備
に
は
生
活
道
路
整

備
事
業
で
対
応
し
て
い
る
。

道
幅
を
３
ｍ
前
後
に
整
備

す
る
事
業
で
１
割
の
負
担

金
が
必
要
。
毎
年
10
件
程

度
申
請
が
あ
り
、
進
入
路

の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

問　
政
権
交
代
で
農
業

施
策
の
変
更
が
懸
念

さ
れ
る
。
国
の
通
達
か
ら

考
え
ら
れ
る
施
策
と
町
の

対
応
を
問
う
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
人
・
農
地
プ

ラ
ン
は
24
・
25
年
度
の
２

年
間
が
計
画
推
進
期
間
で

あ
る
。
本
町
の
状
況
は
。

答
定
本
町
長

　

政
権
交
代
に
よ
り

小
規
模
農
家
の
切
り
捨
て

の
農
林
業
施
策
だ
と
感
じ

る
。
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
園

芸
作
物
を
奨
励
し
、
販
路

の
拡
大
を
図
り
た
い
。

答
矢
木
産
業
観
光
課
長

　

25
年
度
以
降
、
農

林
業
補
助
政
策
に
つ
い
て

制
度
の
変
更
が
あ
る
と
の

こ
と
。
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
、
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
交
付
金
事

業
な
ど
は
５
年
間
の
継
続

事
業
で
毎
年
多
少
の
変
更

は
あ
る
が
、
各
地
域
で
そ

の
都
度
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
農

業
政
策
の
基
礎
で
あ
り
、

農
林
水
産
省
も
継
続
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
プ
ラ

ン
は
24
年
度
中
に
10
地
区

で
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

25
年
度
中
に
策
定
し
な
い

と
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

人
と
農
地
の
問
題
解
決

は
農
業
政
策
の
基
礎
で
あ

り
、
力
を
入
れ
た
い
。

問　
25
年
度
予
算
編
成

に
お
け
る
町
政
の
課

題
は
。

答
定
本
町
長

　

合
併
後
11
年
目
か

ら
交
付
税
が
減
額
さ
れ

る
。
起
債
（
借
金
）
も
極

力
有
利
な
も
の
と
し
、
将

来
の
町
財
政
を
見
据
え
た

予
算
編
成
と
し
た
。

　

人
・
地
域
・
健
康
づ
く

り
を
基
本
に
、
生
活
に
密

着
し
た
施
策
を
取
り
入
れ

る
。

自
宅
ま
で
救
急
車

が
入
れ
な
い

農
業
施
策
は

変
わ
る
の
か

25
年
度
の
課
題
は

急げ！
移動手段の確保

課題は多いが
積極的に取り組む

質問

答弁

チェリーバスまで
4 4

乗せてくださ〜い‼
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

松島　啓 議員

問　
①
町
の
人
口
推
移

は
。
②
人
口
減
少
の

歯
止
め
に
は
、
思
い
き
っ

た
施
策
が
必
要
。
特
に
、

雇
用
の
確
保
、
住
環
境
の

整
備
は
急
務
で
あ
る
が
、

具
体
策
は
。
③
農
林
業
と

住
宅
を
組
み
合
わ
せ
て
人

材
募
集
を
で
き
な
い
か
。

④
新
産
業
の
創
出
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
創
設
に
支
援
で
き
な

い
か
。
⑤
町
内
に
は
、
都

会
に
は
な
い
風
光
明
媚
な

場
所
が
多
く
あ
り
、
分
譲

地
と
し
て
利
用
し
て
は
ど

う
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

①
人
口
推
移
は
次

の
と
お
り
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

②
雇
用
の
確
保

は
、
近
隣
市
町
で
運
営
し

て
い
る
広
域
事
務
組
合
で

職
業
相
談
・
紹
介
事
業
を

行
い
、
人
口
が
流
出
し
な

い
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　

住
環
境
の
整
備
は
、
下

水
道
整
備
、合
併
浄
化
槽
、

太
陽
光
発
電
の
設
置
補
助

金
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

　

⑤
風
光
明
媚
な
場
所
へ

の
分
譲
地
は
、
利
便
性
と

需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
研
究
し
た
い
。

答
矢
木
産
業
観
光
課
長

　

③
農
林
業
と
住
宅

を
組
み
合
わ
せ
て
の
販
売

は
、
農
地
法
に
よ
り
難
し

い
。

　

④
新
産
業
の
創
出
で

は
、
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
を

香
港
な
ど
に
試
験
輸
出
し

て
、
販
路
拡
大
を
考
え
て

い
る
。

問　
美
咲
町
が
誕
生
し

て
８
年
。
自
主
財
源

の
乏
し
い
本
町
で
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向

上
は
容
易
で
は
な
か
っ
た

と
察
す
る
。

　

こ
の
４
年
間
で
、
３
地

域
で
の
施
策
バ
ラ
ン
ス

（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
）

は
取
れ
て
い
る
か
。

　

合
併
効
果
の
検
証
と
今

後
の
課
題
・
取
り
組
み
は
。

答
定
本
町
長

　

ハ
ー
ド
面
と
し

て
、
道
路
事
業
の
内
訳
は

表
２
の
と
お
り
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推

進
し
、
世
帯
、
人
口
、
面

積
割
り
で
交
付
金
を
配
分

し
て
き
た
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
も
３
地
域
で
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。

　

合
併
効
果
は
、
人
件
費

の
削
減
が
大
き
い
。

　

27
年
か
ら
、
合
併
特
例

が
な
く
な
り
、
国
か
ら
の

交
付
税
も
大
き
く
減
額
さ

れ
る
。
今
後
、
し
っ
か
り

と
し
た
財
政
計
画
を
作
成

し
、行
政
運
営
し
て
い
く
。

問　
若
年
層
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
健
康
は
、

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

健
康
づ
く
り
の
中
・
長
期

計
画
と
本
年
度
の
具
体
策

は
。答

村
島
健
康
増
進
課
長

　

子
育
て
支
援
、
健

康
増
進
事
業
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て

き
た
が
、
依
然
と
し
て
生

活
習
慣
病
の
割
合
が
高

い
。
運
動
習
慣
の
定
着
に

よ
る
予
防
が
重
要
で
あ

る
。
現
在
、※
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
健
康
増
進
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
介
護
予
防

と
し
て
、
コ
ロ
バ
ン
公
民

館
の
展
開
、
コ
ロ
バ
ン
体

操
の
普
及
を
行
う
。ま
た
、

特
定
健
診
の
受
診
率
を
向

上
さ
せ
た
い
。

人口減少の歯止めには
思いきった施策を

産業振興など
研究したい

質問

答弁

表１　美咲町の人口推移� （人）

地域名 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.1末
中央 7,134 7,058 7,023 6,991 6,944

旭 3,126 3,051 2,970 2,920 2,875

柵原 6,310 6,222 6,123 6,068 5,976

合計 16,570 16,331 16,116 15,979 15,795

ますます広がる地域の交流
（第２回みさき町民大運動会）

３
地
域
の
施
策

バ
ラ
ン
ス
は

取
れ
て
い
る
か

表２　道路事業の内訳
　　　　　（21～24年度）
地域名 件数 事　業　費

中央 216 6億9,440万円

旭 124 4億 346万円

柵原 194 6億3,672万円

健
康
づ
く
り

に
は
中
・
長
期

の
計
画
を

※�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
参

加
者
自
ら
体
験
し
な

が
ら
学
び
や
問
題
解

決
に
取
り
組
む
講
座
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

日神山定茂 議員

問　
保
育
園
入
園
に
は

「
保
育
に
欠
け
る
」

と
い
う
要
件
が
あ
る
が
、

そ
の
要
件
に
該
当
せ
ず
、

心
配
し
て
い
る
家
庭
も
あ

る
。
就
学
前
の
児
童
を
持

つ
保
護
者
が
安
心
で
き
る

入
園
体
制
は
と
れ
な
い
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

本
町
に
は
、
幼
稚

園
が
な
い
た
め
、「
保
育
に

欠
け
な
い
」
児
童
も
で
き

る
限
り
入
園
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
の
相
談
に
乗

っ
て
い
る
。

問　
合
併
前
後
か
ら
幼

稚
園
が
保
育
園
に
移

行
し
た
。
集
団
教
育
の
第

一
歩
と
し
て
、
幼
児
に
は

大
変
重
要
な
時
期
で
あ

る
。
就
学
前
の
教
育
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。答

髙
田
住
民
課
長

　

保
育
園
に
は
保
育

と
教
育
を
一
体
的
に
行
う

と
い
う
特
性
が
あ
る
。
保

育
と
は
、
子
ど
も
の
生
命

の
保
持
、
情
緒
の
安
定
を

図
る
た
め
の
援
助
で
あ

る
。
保
育
と
は
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
し
、
活
動

が
よ
り
豊
か
に
展
開
さ
れ

る
た
め
の
発
達
の
援
助
で

あ
る
。

　

年
長
組
は
、
就
学
へ
の

意
欲
や
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
る
時
期
で
あ
る
。
自

主
協
調
の
態
度
を
養
い
、

自
立
心
を
高
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
が
で
き
る
よ
う

な
教
育
を
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
就
学
へ
向
け
て
準
備

し
て
い
る
。

問　
子
ど
も
が
家
庭
や

地
域
で
過
ご
す
時
間

を
増
や
し
、
ゆ
と
り
の
中

で
社
会
体
験
や
自
然
体
験

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
な

ど
を
目
的
に
学
校
週
５
日

制
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の

反
面
、
学
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
、
当
初
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
。

　

全
国
に
は
、
土
曜
日
の

活
用
が
試
行
さ
れ
て
い
る

学
校
も
あ
る
。
岡
山
県
教

育
委
員
会
か
ら
市
町
村
へ

通
達
が
あ
っ
た
と
聞
く

が
、
本
町
の
対
応
は
。

答
泉
教
育
長

　

か
つ
て
の
土
曜
日

の
４
時
間
授
業
を
文
部
科

学
省
が
認
め
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。給
食
、

通
学
手
段
、
職
員
の
授
業

時
間
な
ど
の
問
題
を
総
合

的
に
考
え
、
学
力
向
上
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

問　
27
年
12
月
に
は
、

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
が
稼
働
す
る
。
ゴ
ミ
の

分
別
が
複
雑
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
町
民
に
周
知
す
る
の
か
。

　

分
別
方
法
な
ど
に
戸
惑

い
や
慣
れ
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

る
。答

赤
堀
上
下
水
道
課
長

　

現
在
と
比
べ
、
極

端
に
変
わ
る
よ
う
な
分
別

方
法
に
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

分
別
方
法
に
つ
い
て
解

説
し
た
わ
か
り
や
す
い
冊

子
を
作
成
中
で
あ
る
。
約

１
年
か
け
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
利
用
し
て
周
知
し
て

い
く
。

就
学
前
児
童
の

全
員
受
け
入
れ
を

で
き
る
限
り

受
け
入
れ
て
い
る

質問

答弁

土
曜
日
の

新
た
な
活
用
は

ご
み
の
分
別
は

大
丈
夫
か

保育園は楽しいな（中央かめっこ保育園）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

松田英二 議員

問　
美
咲
町
で
は
、
国

土
交
通
省
中
国
地
方

整
備
局
と
「
災
害
時
に
お

け
る
情
報
交
換
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
し
た
。

　

国
の
直
轄
機
関
と
協
定

を
結
ぶ
こ
と
で
本
町
に
は

ど
の
よ
う
な
利
点
が
出
て

く
る
の
か
。

答
難
波
総
務
課
長

　

災
害
発
生
時
の
初

期
段
階
か
ら
綿
密
な
情
報

交
換
が
相
互
に
行
え
る
体

制
を
取
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
土
交
通
省
か
ら
現

地
情
報
連
絡
員
の
派
遣
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
、

災
害
を
防
ぐ
た
め
に
必
要

な
機
材
の
調
達
が
可
能
に

な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

問　
国
土
交
通
省
の
出

先
機
関
で
あ
る
岡
山

河
川
事
務
所
に
は
、
１
分

間
に
30
ト
ン
の
水
を
排
出

さ
せ
る
能
力
を
持
つ
排
水

ポ
ン
プ
車
両
が
配
備
さ
れ

て
い
る
。

　

河
川
が
氾
濫
し
た
時
に

機
材
を
活
用
す
る
場
合
、

地
元
の
自
主
防
災
組
織
や

消
防
団
な
ど
と
は
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

答
難
波
総
務
課
長

　

庁
内
に
設
置
す
る

災
害
対
策
本
部
に
お
い
て

協
議
し
、
速
や
か
に
連
絡

が
と
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
く
。

問　
旧
柵
原
町
は
、
平

成
10
年
の
10
号
台
風

に
よ
り
水
道
施
設
に
大
き

な
被
害
を
被
っ
た
が
、
当

時
の
町
長
は
瞬
時
の
判
断

を
も
っ
て
自
衛
隊
に
給
水

活
動
の
派
遣
要
請
を
行
っ

た
。

　

行
政
の
首
長
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
難
し
い
判

断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
町
長
の
決
意
は
。

答
定
本
町
長

　

自
衛
隊
か
ら
は
、

直
接
連
絡
を
す
れ
ば
訓
練

の
名
目
で
出
動
す
る
と
い

う
確
認
を
取
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
災
害

対
策
本
部
の
中
で
必
要
な

体
制
を
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
る
。

問　
台
風
な
ど
に
よ
る

大
雨
に
よ
っ
て
洪
水

が
発
生
し
た
時
、
吉
井
川

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

樋
門
を
閉
じ
る
こ
と
で
内

水
被
害
が
発
生
す
る
。

　

こ
の
内
水
を
排
除
す
る

た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
場
の

整
備
予
定
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
森
廣
柵
原
総
合
支
所

上
下
水
道
課
長

　

現
在
進
め
て
い
る
下
水

道
事
業
で
柵
原
地
域
の
藤

原
地
区
と
久
木
地
区
に
排

水
ポ
ン
プ
場
を
整
備
す
る
。

　

藤
原
地
区
は
25
年
度
に

設
計
と
用
地
確
保
を
行

い
、
26
～
27
年
度
で
工
事

を
行
う
。
こ
の
の
ち
久
木

地
区
の
整
備
を
計
画
す
る
。

答
清
水
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

26
年
度
か
ら
事
業
着
手

す
る
予
定
の
県
営
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
で
柵

原
地
域
の
大
戸
下
地
区
、

塚
角
地
区
、
高
下
地
区
に

排
水
ポ
ン
プ
場
を
整
備
す

る
が
、
具
体
的
な
着
工
年

度
は
未
定
で
あ
る
。

　

飯
岡
地
区
の
排
水
ポ
ン

プ
場
は
美
作
岡
山
道
路
の

ル
ー
ト
を
調
整
し
な
が
ら

別
事
業
で
実
施
す
る
。

問　
排
水
施
設
建
設
に

対
す
る
地
元
の
負
担

金
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。答

定
本
町
長

　

不
特
定
多
数
の
人

が
利
用
す
る
施
設
で
あ
る

た
め
地
元
負
担
金
は
免
除

す
る
。

排水ポンプ車運用図（中国地方整備局より提供）

洪
水
時
の

内
水
排
除
対
策
に

早
期
着
手
を

国との連携による
安全の確保策は

災害対策本部の
協議により決定する

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

貝阿彌幸善 議員

問　
３
町
合
併
に
伴
う

久
米
郡
地
域
新
町
建

設
計
画
は
、
26
年
度
ま
で

の
10
年
間
で
行
う
長
期
計

画
で
あ
る
。基
本
構
想
に
、

高
齢
者
福
祉
と
障
害
者
福

祉
の
充
実
を
う
た
っ
て
い

る
。

　

介
護
予
防
に
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
介
護

施
設
に
入
所
が
必
要
な

人
、
入
所
を
待
っ
て
い
る

人
が
か
な
り
い
る
と
聞

く
。
施
設
の
充
実
に
つ
い

て
、
振
興
計
画
の
中
に
ど

う
盛
り
込
む
の
か
。

施
設
な
ど
の
充
実
が
で
き

る
の
で
は
。

答
定
本
町
長

　

町
の
独
自
性
を
出

し
た
い
が
、
介
護
保
険
会

計
に
法
定
外
繰
入
は
一
切

で
き
ず
、
基
金
も
な
く
現

在
の
保
険
料
に
な
っ
て
い

る
。

　

人
口
規
模
に
対
し
て
、

介
護
施
設
は
充
実
し
て
い

る
が
、
充
実
し
て
い
る
か

答
福
田
保
健
福
祉
課
長

　

高
齢
者
が
住
み
な

れ
た
地
域
で
、
い
か
に
生

活
を
持
続
し
て
い
く
か
を

テ
ー
マ
に
施
設
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

　

３
年
ご
と
の
計
画
で
、

24
年
度
か
ら
26
年
度
は
中

央
地
域
の
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
９
床
増
床
、

柵
原
地
域
の
認
知
症
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
９
床
増
床

と
い
う
予
定
で
進
め
て
い

る
。

　

高
齢
化
率
、人
口
推
計
、

介
護
認
定
者
の
見
込
み

数
、
現
在
の
給
付
状
況
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
も

と
に
27
年
度
か
ら
の
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
一
括
法
の
改

正
で
、
地
方
が
独
自

性
を
生
か
し
て
介
護
福
祉

ら
こ
そ
保
険
料
も
高
い
と

い
う
状
況
に
あ
る
。

問　
イ
ン
フ
ラ
維
持
費

の
財
源
に
つ
い
て
全

国
自
治
体
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
８
割
強
の

自
治
体
が
財
源
不
足
を
予

想
す
る
と
い
う
結
果
で
あ

っ
た
。

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
建

物
施
設
な
ど
の
維
持
費
に

つ
い
て
今
後
の
推
計
が
で

き
て
い
る
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

県
の
指
導
で
５
年

間
の
収
支
見
通
し
に
つ
い

て
財
政
運
営
適
正
化
計
画

を
作
成
し
て
い
る
が
、
長

期
的
な
推
計
は
で
き
て
い

な
い
。

　

町
道
、
橋
、
町
有
施
設

な
ど
、
相
当
な
年
数
が
経

過
し
て
お
り
、
維
持
費
は

年
々
増
加
す
る
と
想
定
し

て
い
る
。
維
持
費
に
は
起

債
や
補
助
金
が
入
ら
ず
、

か
な
り
の
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

問　
財
源
確
保
が
難
し

い
な
ら
、
基
金
の
積

立
の
考
え
は
。
老
朽
化
が

激
し
く
、
早
急
な
対
応
が

必
要
な
橋
も
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

物
を
作
る
時
は
補

助
金
が
出
る
が
、
補
修
に

は
出
な
い
。
減
災
と
防
災

に
つ
な
が
る
事
業
へ
の
補

助
金
に
期
待
し
て
い
る
。

計
画
的
な
介
護
施
設
の

充
実
を
図
れ

３
年
ご
と
に
計
画
を

立
て
進
め
て
い
る

質問

答弁

イ
ン
フ
ラ

維
持
費
の
財
政

見
通
し
は ますます重要性を増す介護施設（あさひが丘）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

山本宏治 議員

問　
29
年
度
か
ら
上
水

道
事
業
に
移
行
す
る

が
、
旭
地
域
の
小
規
模
給

水
施
設
６
カ
所
の
状
況

は
。
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

施
設
管
理
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
。

答
杉
山
旭
総
合
支
所
長

　

山
村
振
興
等
農
林

業
特
別
対
策
事
業
で
整
備

し
た
。
滅
菌
装
置
の
み
の

処
理
施
設
、
伏
流
水
を
急

速
ろ
過
す
る
処
理
施
設
、

共
同
井
戸
水
の
滅
菌
処
理

装
置
の
み
の
施
設
が
あ

り
、い
ず
れ
も
地
元
管
理
。

　

管
理
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
早
急
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
。
簡
易
水
道
へ
の

接
続
は
、
厚
生
労
働
省
の

認
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
国
庫
補
助
の
事
業
と

な
る
。
現
在
、
申
請
中
で

あ
る
。

　

全
戸
の
簡
易
水
道
加
入

岡
、
柵
原
北
部
、
柵
原
中

央
簡
易
水
道
施
設
が
あ

る
。
修
繕
が
多
く
、
ま
た

補
助
対
象
に
な
り
に
く
い

事
業
で
あ
る
こ
と
な
ど
厳

し
い
状
況
だ
が
、
29
年
度

か
ら
上
水
道
に
な
る
こ
と

に
向
け
て
、
統
合
計
画
を

作
成
中
。

答
赤
堀
上
下
水
道
課
長

　

中
央
簡
易
水
道
と

が
実
現
し
な
け
れ
ば
で
き

な
い
事
業
で
あ
る
。
25
年

度
は
地
元
調
整
な
ど
行

い
、協
力
を
呼
び
か
け
る
。

問　
柵
原
地
域
、
中
央

地
域
に
つ
い
て
も
老

朽
化
施
設
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

答
森
廣
柵
原
総
合
支
所

上
下
水
道
課
長

　

長
年
使
用
し
て
い
る
飯

中
央
北
部
簡
易
水
道
を
つ

な
ぐ
予
定
。

問　
今
後
、
水
道
料
金

の
改
定
は
。

答
定
本
町
長

　

水
道
料
金
は
、
全

国
で
も
岡
山
県
内
で
も
中

程
度
に
位
置
し
て
お
り
、

値
下
げ
は
難
し
い
。

問　
日
本
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

よ
り
、
い
つ
緊
急
事
態
に

陥
る
か
も
し
れ
な
い
不
安

が
あ
る
。

　

安
心
・
安
全
の
た
め
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
概
要
は
。
ま

た
、
不
備
が
あ
っ
た
と
聞

く
が
状
況
は
。

答
難
波
総
務
課
長

　

全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
、
通
称
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
と
呼
ば
れ
、
国
民
保
護

法
に
基
づ
き
整
備
さ
れ

た
。
通
信
衛
星
を
利
用
し

て
、
大
規
模
災
害
や
武
力

攻
撃
事
態
が
発
生
し
た
際

に
、
国
民
保
護
の
た
め
必

要
な
情
報
を
瞬
時
に
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

一
部
の
地
域
で
誤
報
が

発
生
し
た
り
、
伝
達
さ
れ

な
か
っ
た
町
村
が
あ
る
な

ど
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

問　
本
町
の
ど
こ
に
設

置
し
て
あ
る
か
。

　

ま
た
、
学
校
へ
の
設
置

は
。答

難
波
総
務
課
長

　

役
場
本
庁
の
１
カ

所
の
み
設
置
し
て
い
る
。

　

各
省
庁
、
公
立
学
校
、

病
院
な
ど
で
も
受
信
が
可

能
に
な
る
よ
う
に
法
改
正

さ
れ
た
。
一
刻
を
争
う
通

報
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

の
通
報
を
受
信
後
、
直
接

み
さ
き
ネ
ッ
ト
を
自
動
起

動
さ
せ
て
流
す
仕
組
み
に

改
良
で
き
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

25
年
度
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
予
算
化
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

有
事
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に

不
安
は
な
い
か

地元管理は大変だぁ〜（北地区水道施設）

上水道事業に向けた
取り組みは

移行に備え
事業を計画中

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

江原耕司 議員

問　
越
尾
長
万
寺
小
野

線
の
岐
路
か
ら
１
キ

ロ
ほ
ど
は
拡
幅
工
事
が
完

成
し
て
い
る
が
、
そ
の
前

後
の
工
事
は
未
完
成
の
ま

ま
で
あ
る
。

　

工
事
予
定
は
あ
る
と
聞

く
が
、
早
急
に
実
現
で
き

な
い
か
。
拡
幅
工
事
が
無

理
な
ら
何
カ
所
か
の
待
避

所
は
で
き
な
い
か
。

答
池
本
建
設
課
長

　

小
野
線
の
中
間
部

分
に
つ
い
て
は
１
キ
ロ
程

度
防
災
工
事
お
よ
び
拡
幅

工
事
が
で
き
て
い
る
。
起

点
部
に
つ
い
て
は
、
川
や

り
点
検
を
実
施
す
る
。
そ

の
事
業
の
中
で
、
町
内
全

般
の
ト
ン
ネ
ル
や
の
り

面
、
舗
装
の
点
検
な
ど
を

行
う
。

問　
小
原
の
瓜
畝
線
に

つ
い
て
は
用
地
交
渉

な
ど
進
ん
で
い
る
か
。

答
池
本
建
設
課
長

　

ま
ず
、
全
路
線
の

関
係
住
民
に
全
体
計
画
を

説
明
し
、
協
力
を
お
願
い

す
る
。
25
年
度
か
ら
用
地

買
収
、
工
事
な
ど
に
取
り

か
か
る
。

問　
加
美
小
学
校
の
プ

ー
ル
整
備
の
補
助
金

の
め
ど
は
つ
い
た
か
。

答
桑
元
教
育
総
務
課
長

　

県
を
通
じ
て
国
に

要
望
し
て
い
る
。

問　
古
代
住
居
跡
の
ト

イ
レ
の
設
置
に
関
す

る
予
算
は
い
つ
頃
つ
く
の

か
。

　

ま
た
、
中
央
中
学
校
玄

関
前
の
亀
橋
付
近
に
街
灯

の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

定
本
町
長

　

加
美
小
プ
ー
ル
は

来
年
着
工
を
考
え
て
い
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
費

用
対
効
果
を
検
討
し
、
で

き
れ
ば
25
年
度
補
正
予
算

で
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　

亀
橋
は
過
疎
債
を
使

い
、
歩
道
、
街
灯
の
順
番

に
整
備
し
て
い
く
。

問　
物
産
セ
ン
タ
ー
を

拡
充
し
、
た
ま
ご
か

け
ご
は
ん
な
ど
飲
食
店
の

テ
ナ
ン
ト
を
募
集
し
、
１

カ
所
に
集
め
た
よ
う
な
施

設
は
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

立
地
条
件
も
良

く
、
手
狭
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、
敷
地

や
駐
車
場
の
問
題
な
ど
が

あ
り
、
即
答
で
き
な
い
。

民
家
な
ど
が
あ
り
、
工
事

費
の
関
係
で
遅
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
前
後
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
側
溝
の
整
備

と
舗
装
で
対
応
す
る
予
定

で
あ
る
。

問　
町
内
施
設
の
防
災

点
検
、
特
に
た
め
池

の
点
検
は
で
き
て
い
る
か
。

答
池
本
建
設
課
長

　

５
月
に
た
め
池
の

管
理
者
に
、
た
め
池
管
理

シ
ー
ト
を
発
送
す
る
。
漏

水
や
危
険
な
場
所
、
修
理

が
必
要
な
用
水
路
な
ど
を

記
入
し
、
役
場
に
返
送
し

て
も
ら
う
。
シ
ー
ト
の
内

容
を
も
と
に
、
現
地
確
認

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
水
を

抜
く
よ
う
に
お
願
い
も
す

る
。

　

町
内
に
か
か
っ
て
い
る

橋
は
２
５
５
橋
あ
り
、
整

備
委
託
や
職
員
に
よ
る
目

視
確
認
で
修
理
、
点
検
し

て
い
る
。

問　
国
の
緊
急
対
策
費

な
ど
で
で
き
な
い
か
。

答
池
本
建
設
課
長

　

国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ

生きがい対策にもなっている物産センター（原田）

町
道
改
良
の早

期
完
了
を

側
溝
整
備
や
舗
装
で

対
応
を
進
め
る

質問

答弁

各
種
施
設
の

整
備
状
況
に

つ
い
て
問
う

雇
用
に
つ
な
が
る

施
設
を
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

林田　実 議員

問　
本
町
は
独
自
の
施

策
を
展
開
し
、
子
育

て
に
は
大
変
環
境
の
行
き

届
い
た
町
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
高

齢
化
が
進
み
、
高
齢
化
率

が
岡
山
県
で
は
高
い
方
に

属
す
る
。
高
齢
者
を
念
頭

に
置
い
た
施
策
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
。

　

４
年
間
を
振
り
返
り
、

高
齢
者
施
策
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
拡
充
で
き
た
か
。

答
定
本
町
長

　

宇
野
バ
ス
減
便
の

補
填
バ
ス
の
運
行
、
お
か

や
ま
愛
カ
ー
ド
所
持
者
へ

を
養
成
し
、
各
地
域
で
見

守
り
な
ど
の
巡
回
訪
問
を

お
願
い
し
て
い
る
。ま
た
、

町
内
各
種
団
体
に
、
日
常

の
事
業
活
動
の
中
で
の
見

守
り
の
協
力
を
依
頼
し
、

美
咲
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

住
民
と
の
連
携
で
高
齢

者
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
今
後
も
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
高
齢
化
社
会
は
避

け
て
通
れ
な
い
が
、

健
康
で
元
気
に
老
い
て
い

く
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
予
防
事
業

の
必
要
性
、
重
要
性
が
改

め
て
問
わ
れ
る
。

　

コ
ロ
バ
ン
体
操
の
視
察

で
、
参
加
者
の
生
き
生
き

と
し
た
表
情
が
見
え
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
良
い
効

果
が
あ
る
も
の
と
確
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
、
介
護
予
防
事
業

の
新
た
な
構
想
は
あ
る
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

足
腰
を
鍛
え
て
元

気
に
過
ご
す
こ
と
を
目
的

に
美
咲
流
コ
ロ
バ
ン
体
操

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

口
の
体
操
、
健
康
体
操
、

唾
液
腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
取
り
入

れ
て
い
る
。

　

24
年
度
は
、
町
内
６
会

場
で
そ
れ
ぞ
れ
14
回
コ
ロ

バ
ン
公
民
館
と
し
て
開
催

し
た
。
前
半
は
運
動
機
能

の
向
上
を
目
標
に
、
後
半

で
は
、
自
分
た
ち
で
教
室

を
運
営
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
。

　

25
年
度
は
、
さ
ら
に
別

な
会
場
で
開
催
し
、
ど
ん

ど
ん
実
践
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

の
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
な

ど
交
通
に
関
す
る
支
援
。

　

コ
ロ
バ
ン
体
操
の
普

及
、
無
料
検
診
な
ど
予
防

事
業
。

　

地
域
で
の
小
ケ
ア
会
議

で
高
齢
者
の
参
加
を
促

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
施
策
。
ま
た
、
介
護

や
病
気
に
つ
い
て
相
談
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
元
来
１
カ
所
で
あ
っ

た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
各

支
所
へ
設
け
る
な
ど
、
高

齢
者
に
も
手
厚
い
施
策
を

実
施
し
て
き
た
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

安
心
生
活
創
造
事

業
は
21
年
度
か
ら
国
の
モ

デ
ル
事
業
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

高
齢
者
へ
の
施
策
は

拡
充
で
き
た
か

安
心
生
活
創
造
事
業
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る

質問

答弁

長
く
健
康
で

元
気
に
い
ら
れ
る

た
め
に健康で元気に暮らそう！（コロバン公民館）
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岩野正則 議員

問　
24
年
６
月
議
会
で

制
定
さ
れ
た
「
空
き

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
の
成
果
と
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

現
在
、
３
件
の
情

報
提
供
が
あ
り
、
条
例
の

適
用
範
囲
外
の
も
の
、
隣

人
同
士
の
問
題
を
含
む
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

個
人
情
報
の
問
題
か
ら

町
職
員
が
勝
手
に
調
べ
る

の
で
は
な
く
、地
元
の
区
長

か
ら
の
申
請
と
し
て
い
る
。

問　
本
町
に
あ
る
３
０

０
件
の
空
き
家
の
解

決
を
。

答
定
本
町
長

　

管
理
不
全
の
空
き

家
に
対
し
て
は
条
例
で
氏

名
の
公
表
は
で
き
る
が
、

代
理
執
行
は
難
し
い
。

　

町
と
し
て
個
人
財
産
に

課
税
価
格
が
６
倍
に
な

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が

あ
り
、
即
答
で
き
な
い
。

問　
移
住
希
望
地
域
で

岡
山
県
が
全
国
２
位

に
な
り
、
空
き
家
を
活
用

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、
移
住
、
定
住
の

体
験
ハ
ウ
ス
を
準
備
で
き

な
い
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

定
住
促
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し

た
。
東
京
、
大
阪
で
移
住

者
の
相
談
会
に
参
加
し
、

16
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　

３
月
23
日
、
24
日
に
久

米
南
町
と
共
同
開
催
で
生

活
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
。
空
き
家
見
学
や
交
流

会
を
計
画
し
て
い
る
。

　

体
験
ハ
ウ
ス
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
多
額
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
さ
ら
な

る
調
査
が
必
要
。

答
岡
部
副
町
長

　

賃
貸
に
入
居
し
、

住
み
よ
い
と
こ
ろ
を
探
し

て
定
住
へ
移
る
と
い
う
希

望
が
多
い
。
そ
の
意
味
か

ら
も
体
験
ハ
ウ
ス
は
有
効

と
考
え
る
。

　

何
家
族
か
で
１
軒
に
住

む
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）
体

験
ハ
ウ
ス
を
実
現
さ
せ
た

い
と
い
う
住
民
の
声
も
聞

い
た
。
大
変
期
待
し
て
お

り
、
町
と
し
て
も
協
力
で

き
る
こ
と
は
し
た
い
。

問　
合
併
特
例
に
よ
る

地
方
交
付
税
が
２
年

後
か
ら
削
減
さ
れ
る
、
今

後
の
財
政
運
営
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

合
併
特
例
債
が
合

併
後
15
年
ま
で
に
延
長
さ

れ
た
。
し
か
し
、
交
付
税

が
減
額
さ
れ
る
た
め
、
町

の
財
政
を
健
全
化
し
て
、

持
続
可
能
な
予
算
編
成
を

目
指
す
。

答
定
本
町
長

　

補
助
金
、
地
方
交

付
税
の
獲
得
に
全
力
を
尽

く
し
、
無
駄
を
削
減
す
る

運
営
を
し
て
い
く
。

踏
み
込
め
ず
、
法
的
に
難

し
い
面
が
あ
る
。

問　
家
を
撤
去
し
て
更

地
に
し
た
場
合
、
宅

地
の
課
税
価
格
が
高
く
な

る
こ
と
に
も
問
題
が
あ

る
。
空
き
家
の
解
決
が
１

件
で
も
進
む
よ
う
に
前
向

き
な
対
応
を
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

税
法
上
で
決
ま
っ

て
い
る
の
で
町
独
自
で
行

う
の
は
難
し
い
。
町
が
補

助
金
で
対
応
す
る
の
も
一

案
で
は
あ
る
が
。

答
定
本
町
長

　

２
０
０
㎡
以
下
は

美咲町の住み心地はいかがですか？
（移住して来られたご家族）

地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の強化

を

美
咲
町
財
政
収
支

見
通
し
は

条例制定の成果は
見られたか

問題が多いが前向きに
取り組んでいる

質問

答弁
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染山朝子 議員

問　
保
育
に
対
し
、
町

と
し
て
責
任
を
持
つ

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

公
設
で
あ
る
保
育

園
に
対
し
、
当
然
、
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。問　

保
育
園
の
職
員
採

用
に
あ
た
り
、
経
験

年
数
を
重
視
し
た
採
用
が

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
人
数

は
。答

髙
田
住
民
課
長

　

保
育
士
の
人
数
は

次
の
と
お
り
。

答
定
本
町
長

　

保
育
士
の
採
用
に

つ
い
て
は
、
児
童
の
人
間

形
成
の
基
礎
を
養
う
重
要

な
部
分
に
関
わ
る
た
め
、

年
次
的
な
計
画
に
よ
り
採

用
す
る
。

問　
柵
原
西
・
東
保
育

園
の
完
成
に
伴
い
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

拡
充
さ
れ
た
が
、
病
児
保

育
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

病
院
な
ど
に
付
設

さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
病
児

を
一
時
的
に
保
育
す
る
施

設
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が

要
件
で
あ
る
。

　

検
討
課
題
の
一
つ
だ

が
、
現
状
で
は
難
し
い
。

問　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
で
き
た
こ
と

で
、
母
子
ク
ラ
ブ
の
助
成

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

県
と
町
か
ら
の
助

成
で
あ
り
、
25
年
度
も
引

き
続
き
交
付
金
事
業
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
旭
地
域
で
は
デ
マ

ン
ド
方
式
の
バ
ス
が

試
行
運
行
さ
れ
る
と
聞
く

が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

24
年
11
月
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
。
結
果
の
分
析
が
必
要

な
た
め
、
試
行
の
時
期
は

未
定
で
あ
る
。

問　
福
祉
巡
回
バ
ス
の

利
便
性
が
向
上
す
る

よ
う
に
路
線
変
更
は
で
き

な
い
か
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

区
長
を
通
し
て
要

望
が
あ
っ
た
場
合
、
路
線

変
更
が
可
能
で
あ
れ
ば
対

応
し
て
い
る
。変
更
に
は
、

現
在
の
利
用
者
の
意
見
を

聞
く
こ
と
も
必
要
。
道
幅

の
問
題
、
出
発
か
ら
到
着

ま
で
の
時
間
が
長
く
か
か

る
こ
と
、
民
間
会
社
と
の

共
存
に
も
配
慮
が
必
要

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
検
討
す
る
。

問　
入
院
中
の
患
者
に

は
、
そ
の
後
の
転
院

先
の
検
討
が
迫
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
の
受
け
皿
と
し

て
柵
原
病
院
が
役
割
を
担

っ
て
い
る
が
、
行
政
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

転
院
の
受
け
皿
と

し
て
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。
行
政
と
し
て
も

で
き
る
範
囲
の
こ
と
は
こ

れ
か
ら
も
や
っ
て
い
く
。

保
育
は
美
咲
町
の責

任
で

当
然
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
む

質問

答弁

保育士の内訳 （人）

園名 かめっこ 旭 柵原西 柵原東 藤原

正規 9 4 2 1 4

嘱託 19 6 2 2 4

４月からピカピカの１年生だよ（柵原西保育園卒園式）

高
齢
者
を

取
り
巻
く
問
題
に

対
応
を



24美咲町議会だより  No.32  ＜2013.5＞

一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

問　
平
成
17
年
の
合
併

以
来
、
本
町
の
人
口

は
１
６
８
０
人
減
少
し
、

23
年
度
末
で
高
齢
化
率
は

35
％
を
超
え
た
。

　

ま
た
、
労
働
人
口
の
割

合
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
、
20
代
、
30
代
の

人
口
は
60
歳
代
の
約
半
分

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
高
齢

化
は
さ
ら
に
加
速
す
る
と

予
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
に

は
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
確
保
、
衰
退
し
て
い

る
農
業
の
振
興
策
が
急
務

で
あ
る
。

　

農
業
を
守
る
こ
と
は
も

と
よ
り「
も
う
か
る
農
業
」

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
定
本
町
長

　

県
内
で
は
岡
山
、

倉
敷
以
外
は
人
口
減
少
傾

向
に
あ
る
。
高
齢
化
率
に

お
い
て
も
、
県
北
で
は
全

国
的
な
傾
向
を
先
取
り
す

る
形
で
進
ん
で
い
る
。

　

指
摘
の
よ
う
に
、
農
林

業
に
お
い
て
は
担
い
手
が

不
足
し
て
い
る
。
県
北
の

中
山
間
地
域
が
新
し
い
制

度
で
あ
る
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
取
り
組
む
の
は
困
難

な
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
園
芸
作

物
を
中
心
と
し
た
農
業
に

な
っ
て
い
く
。
園
芸
作
物

を
手
が
け
る
若
い
世
代
も

増
え
た
と
の
こ
と
で
あ

り
、
可
能
な
助
成
は
し
て

い
く
。

問　
木
材
市
場
が
低
迷

す
る
中
で
、
林
業
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
定
本
町
長

　

林
業
に
関
し
て

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に

取
り
組
む
の
も
一
つ
の
方

法
だ
が
、
木
材
の
搬
出
費

も
捻
出
で
き
な
い
の
が
現

状
で
、
国
の
政
策
が
な
い

と
難
し
い
。

問　
企
業
の
誘
致
と
雇

用
の
確
保
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
定
本
町
長

　

津
山
や
久
米
の
工

業
団
地
が
な
か
な
か
埋
ま

ら
な
い
現
実
が
あ
る
。
企

業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

ど
こ
の
自
治
体
に
と
っ
て

も
難
し
い
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
広

域
事
務
組
合
を
組
織
し
て

お
り
、
本
町
だ
け
で
な
く

美
作
地
方
全
体
で
雇
用
の

場
を
増
や
す
方
向
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　
園
芸
作
物
で
ピ
オ

ー
ネ
は
美
咲
町
の
特

産
品
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
ア

ス
パ
ラ
や
花
な
ど
の
作
物

を
奨
励
品
目
に
取
り
入
れ

た
農
業
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

行
政
、
農
協
、
生
産
者

の
三
者
で
定
期
的
な
情
報

交
換
や
協
議
を
す
る
協
議

体
を
つ
く
り
、
特
産
品
を

開
発
す
る
新
た
な
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

中
山
間
地
域
に
と

っ
て
は
、
園
芸
作
物
が
一

番
得
策
と
考
え
る
。昨
年
、

農
協
が
台
湾
に
ブ
ド
ウ
を

輸
出
し
、
大
阪
市
場
に
も

卸
し
、
好
評
を
得
た
。

　

市
場
に
適
し
た
付
加
価

値
を
付
け
、
販
路
拡
大
に

も
力
を
入
れ
る
。

問　
教
諭
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
各
学
校
に

嘱
託
職
員
を
１
人
ず
つ
増

や
せ
な
い
か
。

答
泉
教
育
長

　

県
か
ら
の
加
配
の

上
に
不
足
が
あ
れ
ば
町
費

で
補
っ
て
お
り
、
事
務
的

支
援
は
か
な
り
で
き
て
い

る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

プ
ラ
ス
さ
れ
る
人
数
に
比

例
し
て
事
務
的
支
援
が
で

き
る
と
は
言
い
切
れ
な
い

の
で
、
各
校
の
実
情
を
踏

ま
え
る
こ
と
が
必
要
。

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で

25
年
度
は
何
人
か
配
置
す

る
予
定
。

小島洋征 議員

教
育
現
場
にゆと

り
を

もうかる産業を
考えよ

本町に適した
作物を開拓していく

質問

答弁

大好評のほんもろこ（岡山市西川緑道公園）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

金谷髙子 議員

問　
本
町
は
中
山
間
地

域
の
小
さ
な
自
治
体

で
生
活
環
境
が
厳
し
い
地

域
で
あ
る
。
人
口
が
減
少

し
、
高
齢
化
率
も
35
％
以

上
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
に
関
わ
る
交
通

手
段
や
見
守
り
な
ど
の
問

題
は
山
積
み
で
あ
る
。
ま

た
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど

中
山
間
地
域
な
ら
で
は
の

問
題
も
あ
る
。

　

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
と
は
。

答
定
本
町
長

　

高
齢
者
施
策
の
ほ

か
に
、
防
災
カ
メ
ラ
の
設

置
、
美
咲
署
と
の
連
携
に

よ
る
安
全
対
策
な
ど
も
行

っ
て
い
る
。

　

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
・
健
康
づ
く
り
を
深
く

追
究
し
、
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
続
け
る
。

　

25
年
度
は
、
コ
ロ
バ
ン

体
操
の
さ
ら
な
る
普
及
拡

大
、
特
定
検
診
と
ガ
ン
検

診
の
受
診
率
向
上
を
目
標

に
、
町
民
に
も
周
知
を
図

っ
て
い
く
。

問　
柵
原
中
学
校
は
築

後
34
年
が
経
過
す
る
。

　

耐
震
補
強
に
つ
い
て

は
、
19
、
20
年
度
に
完
了

し
て
い
る
。
し
か
し
、
赤

さ
び
が
出
る
た
め
浄
水
器

で
対
応
中
の
水
道
な
ど
、

全
体
的
に
老
朽
が
激
し
く

毎
年
修
繕
費
が
か
か
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

新
し
い
振
興
計
画
に
柵

原
中
学
校
の
建
て
替
え
計

画
は
入
っ
て
い
る
か
。

答
泉
教
育
長

　

財
政
の
許
す
限
り

生
徒
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
、
老
朽
化
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処

し
て
き
た
。

　

振
興
計
画
の
中
に
は
、

校
舎
と
体
育
館
の
大
規
模

改
修
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
着
手
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
他
の
施

設
と
の
関
連
や
財
政
状
況

が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

問　
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用

し
、
早
期
の
改
修
は
で
き

な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

学
校
改
築
が
交
付

金
に
適
合
す
る
か
ど
う
か

は
、
調
査
が
必
要
だ
が
、

安
全
面
は
最
優
先
さ
せ
る
。

問　
柵
原
児
童
館
で
は

「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
を
行
っ
て
い
る
。
学

校
で
も
放
課
後
、
余
裕
教

室
を
利
用
し
て
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
開
催
で
き

な
い
か
。

　

保
育
園
で
月
２
回
の
英

語
を
取
り
入
れ
た
活
動
が

あ
る
と
聞
く
。
保
育
園
か

ら
継
続
し
て
英
語
に
親
し

む
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は

大
切
と
考
え
る
が
。

答
山
下
生
涯
学
習
課
長

　

安
心
・
安
全
な
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や

豊
か
な
体
験
や
学
び
の
場

を
提
供
す
る
、
大
変
有
意

義
な
事
業
と
位
置
付
け
て

い
る
。

　

一
定
の
時
間
を
か
け
、

各
方
面
の
調
整
を
し
、
安

全
対
策
を
含
め
た
条
件
が

整
え
ば
実
施
し
た
い
。

答
泉
教
育
長

　

学
校
側
は
、
安

全
・
安
心
な
登
下
校
に
力

を
注
い
で
い
る
。
事
業
実

施
に
あ
た
り
、
送
り
迎
え

の
問
題
も
考
慮
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。

老朽化が著しい柵原中学校

安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
美
咲
町
に

あ
ら
ゆ
る
方
策
で
住
ん
で

良
か
っ
た
美
咲
町
を
目
指
す

質問

答弁

柵
原
中
学
校
の

早
期
改
修
を

放
課
後
子
ど
も

教
室
の
実
施
を
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組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、
目的の事業を効率的に行う団体組織

久
米
老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
静
香
園
）

（
津
山
市
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
６
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
二
百
二
十
三

万
円
、
特
別
会
計
補
正
予

算
組
み
替
え
、
25
年
度
一

般
会
計
予
算
一
億
七
千
五

十
五
万
円
、
特
別
会
計
予

算
二
千
二
百
万
円
の
４
議

案
を
審
議
、
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

勝
英
衛
生
施
設
組
合

（
美
作
市
、西
粟
倉
村
、

勝
央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

２
月
６
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
三
十
三
万

円
、
25
年
度
一
般
会
計
予

算
一
億
二
千
二
十
万
円
な

ど
の
３
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域
消
防
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
奈

津
山
広
域
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
奈

義
、
勝
央
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
12
日
、
定
例
会
を

津
山
地
区
農
業

共
済
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
久

米
南
、
美
咲
町
）

　

２
月
12
日
、
定
例
会
を

津
山
圏
域衛

生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

２
月
15
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
組
合
会

計
補
正
予
算
組
み
替
え
、

25
年
度
組
合
会
計
予
算
五

億
七
千
二
百
三
十
万
円
な

ど
３
議
案
を
審
議
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域

西
部
衛
生
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

２
月
15
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
25
年
度
組
合
会

計
予
算
二
億
三
千
七
百
九

十
七
万
円
な
ど
２
議
案
を

審
議
し
、
全
会
一
致
で
可

津
山
圏
域

資
源
循
環
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
奈

義
、
勝
央
、
美
咲
町
）

　

２
月
19
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
組
合
会

計
補
正
予
算
七
千
百
万
円

を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。
25
年
度
組
合

会
計
予
算
三
十
五
億
三
千

百
五
十
二
万
円
を
審
議

し
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

岡
山
県
中
部
環
境

施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
26
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
五
百
二
十
八

万
円
に
つ
い
て
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
、

25
年
度
一
般
会
計
予
算
四

億
二
千
三
百
六
十
八
万
円

な
ど
２
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

義
、
勝
央
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
12
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
組
合
会

計
補
正
予
算
四
百
三
十
六

万
円
、
25
年
度
予
算
三
十

六
億
五
百
七
万
円
な
ど
の

３
議
案
を
審
議
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

決
し
た
。

開
催
し
、
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
六
十
万
円
、

特
別
会
計
補
正
予
算
二
百

六
十
八
万
円
、
25
年
度
一

般
会
計
予
算
二
千
九
百
九

万
円
、
特
別
会
計
予
算
千

二
百
七
十
一
万
円
、
の
４

議
案
を
審
議
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

開
催
し
、
24
年
度
組
合
会

計
補
正
予
算
三
千
四
百
二

十
七
万
円
、
25
年
度
組
合

会
計
予
算
三
億
二
千
四
百

八
十
六
万
円
な
ど
７
議
案

を
審
議
、
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

本年度から消防無線の改修が行われる津山圏域消防庁舎
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多年にわたり
地方自治の進展に尽力

　議員活動を通じて、多年にわたり住民福祉と地方自治の進展に力を尽くし
た功績が認められました。
　平成21年４月から平成25年４月までの任期中の受賞者をご紹介します。

◇平成21年度
　自治功労者表彰（岡山県町村議会議長会）
◇平成22年度
　町村議会議員在職20年以上表彰（岡山県町村議会議長会）
◇平成23年度
　功労表彰〈議員歴20年以上〉（美咲町長）
◇平成24年度
　町村議会議員特別表彰（全国町村議会議長会）

◇平成22年度
　町村議会議員在職15年以上表彰（全国町村議会議長会）
　町村議会議員在職15年以上表彰（岡山県町村議会議長会）

三船勝之議員

染山朝子議員

　

２
月
５
日
に
滋
賀
県

甲
賀
市
か
ら
市
議
会
広

報
特
別
委
員
８
議
員
が

来
町
さ
れ
た
。

　

資
料
を
も
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
広
報
編
集
方
法

の
説
明
を
行
っ
た
の
ち
、

○�

見
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
く
、
簡
潔
な
文

章
を

○�

行
政
用
語
や
難
し
い

熟
語
な
ど
は
使
わ
な

い
○�

空
間
を
取
り
、
見
て

疲
れ
な
い
紙
面
づ
く

り
○�

内
容
が
わ
か
る
よ
う

な
見
出
し
を

な
ど
、
編
集
作
業
の
上

で
特
に
気
を

付
け
て
い
る

こ
と
、
今
後

の
課
題
な
ど

２
時
間
に
わ

た
っ
て
熱
心

な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

議
会
だ
よ
り

が
持
つ
重
要

性
の
認
識
を

新
た
に
し
、

双
方
の
発
展

を
期
し
て
終

了
し
た
。

滋
賀
県
甲こ

う
か
し
賀
市

議
会
か
ら
議
員

８
人
が
視
察
で

来
町

甲賀市議会広報特別委員のみなさん



ようこそ議会へ

　美咲町議会の議事内容については、告知放送で聞くこと、みさきネット
ケーブルテレビで実況中継を見ることができます。
　もちろん、直接議場でもご覧いただけます。
　１度、議会を傍聴してみませんか？

３月定例会で傍聴にお越しいただいた皆さんの声をご紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（抜粋）

　議員のみなさんが美咲町の発展のために、大
変真摯に取り組んでいる様子を少しの時間であ
ったが目の当たりにして改めて感銘を受けた。
　町にとっては、大事な人口減少と定住者対
策、農林業の推進、教育など、全国的にも課題
となっている生活基盤づくりに対しての問題提
起は、住民の１人として頼もしく感じた。
　各質問の終了後に、激励の拍手などあると、
会議進行のメリハリになり、緊張感の中で温か
い雰囲気づくりになるのではと感じた。

　各議員の質問の言葉を、
正確に大きな声でお願いし
たい。
　また、答える側の担当者
の発言を明確にしてほしい。
　質問内容が長いと感じる
ことがあり、端的にお願い
したい。

（傍聴初めての男性）

（傍聴５回目の男性）

ご不明な点がありましたら
　美咲町議会事務局　0868-66-1128
　　　　　　　　　　　　へお尋ねください
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ふ
る
さ
と
の
山
河
が
新

し
い
息
吹
き
を
感
じ
さ
せ

る
時
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

美
咲
町
議
会
も
新
た
な

メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
心
機

一
転
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
昨
年

県
下
の
町
村
で
は
初
と
な

る
「
議
会
基
本
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
第

４
条
に
は
、
議
会
の
果
た

す
べ
き
重
要
な
責
任
と
し

て
情
報
の
公
開
と
町
民
に

対
す
る
説
明
責
任
の
実
行

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
広
報
活
動
の
一
手
段
と

し
て
議
会
だ
よ
り
が
発
行

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
誌

面
の
充
実
と
町
民
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ

り
の
作
成
を
新
た
に
選
出

さ
れ
た
広
報
委
員
に
託
し

て
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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私たちが引き継ぎます


